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｢

日
本
で
最
も
美
し
い
村｣

連
合
定
期
総
会
・

　
　
学
習
会
２
０
２
２
in
秋
田
県
小
坂
町

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
定
期
総
会
お
よ
び
学
習

会
が
、
６
月
29
日（
水
）か
ら
７
月
１
日（
金
）ま
で
、
秋
田
県
小
坂
町
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
村
か
ら
は
、
村
長
を
は
じ
め
村
議
会
議
員
と
担
当
職
員
の
計
４

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

連
合
の
定
期
総
会
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
加
盟
す
る
町
村
地
域
内
で
持

ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
過
去
２
回
は
オ
ン

ラ
イ
ン
や
書
面
で
の
開
催
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
期
総
会
は
３
年
ぶ
り
に

対
面
で
の
開
催
と
な
り
、
人
数
制
限

な
ど
の
制
約
が
あ
る
中
、
連
合
加
盟

町
村
地
域
１
５
２
人
、
正
会
員
・
準

会
員
10
人
な
ど
が
全
国
か
ら
参
加
し

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
決
算
や
活
動
方
針
な
ど

に
つ
い
て
審
議
、
承
認
が
さ
れ
、
報

告
事
項
の
中
で
は
、「
世
界
の
最
も

美
し
い
村
」
連
合
（
正
加
盟
国
：
日

本
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ワ
ロ

ン（
ベ
ル
ギ
ー
）、
イ
タ
リ
ア
）
の
会

長
国
を
、
日
本
が
２
０
２
２
年
度
か

ら
２
年
間
務
め
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
過
去
３
年
間

で
新
た
に
加
盟
し
た
３
つ
の
町
村
地

域（
福
島
県
昭
和
村
、
香
川
県
ま
ん
の

う
町　

琴こ
と
な
み南
・

仲ち
ゅ
う
な
ん
南
・
長な

が
す
み炭
、

山
口
県
阿
武
町
）

を
歓
迎
す
る
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

秋
田
県
小
坂
町

　

小
坂
町
は
、
秋
田
県
の
北
東
部
、

青
森
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
十
和

田
湖
西
湖
畔
を
有
し
て
い
ま
す
。
十

和
田
火
山
灰
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

広
大
な
丘
陵
と
十
和
田
湖
外が

い
り
ん
ざ
ん

輪
山
な

ど
の
深
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
総
面
積

の
約
80
％
を
山
林
原
野
が
占
め
て
い

ま
す
。
そ
の
山
々
は
古
く
か
ら
豊
富

な
鉱
山
資
源
に
恵
ま
れ
、
明
治
か
ら

大
正
期
に
は
、
日
本
三
大
銅
山
と
称

え
ら
れ
た
小
坂
鉱
山
の
お
膝
元
で
、

小
坂
町
は
県
下
第
二
の
都
市
と
し
て

発
展
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
長
い
間

に
培
っ
た
製
錬
技
術
を
リ
サ
イ
ク
ル

製
錬
へ
と
移
行
し
、
町
の
基
幹
産
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
連
合
登
録
資
源

⑴
十
和
田
湖
西
湖
畔
の
自
然
と
歴
史

　

青
森
県
十
和
田
市
と
境
を
接
す
る

十
和
田
湖
は
、
火
山
活
動
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
二
重
カ
ル
デ
ラ
湖
で
、

そ
の
周
辺
は
十
和
田
八
幡
平
国
立
公

園
に
属
し
、
国
特
別
名
勝
天
然
記
念

物
に
も
指
定
さ
れ
、
自
然
環
境
や
景

観
が
厳
し
く

守
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

十
和
田
湖

周
辺
は
古
く

は
山
岳
信
仰

と
鉱
山
で
栄

え
、
後
に
観
光
地
と
し
て
発
展
し
ま

し
た
。
昭
和
８
年
に
は
新
日
本
八
景

湖
沼
の
部
で
一
位
と
な
り
、
昭
和
14

年
に
は
西
湖
畔
に
秋
田
杉
の
館
と
し

て
知
ら
れ
る
十
和
田
ホ
テ
ル
（
国
登

録
有
形
文
化
財
・
近
代
化
産
業
遺
産

群
）
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
自
然
環

境
と
調
和
し
た
観
光
振
興
が
図
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

⑵
近
代
化
産
業
遺
産
群
と
循
環
型
社

　
会
の
融
合

　

小
坂
鉱
山
の
歴
史
と
文
化
に
彩
ら

れ
た
小
坂
町
に
は
、
数
多
く
の
近
代

化
産
業
遺
産
が
あ
り
、
小
坂
鉱
山
事

務
所
と
芝
居
小
屋
「
康こ

う
ら
く
か
ん

楽
館
」（
ど

ち
ら
も
国
重
要
文
化
財
・
近
代
化
産

業
遺
産
群
）
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物

は
、
そ
の
代
表
格
で
す
。
こ
れ
ら
が

建
ち
並
ぶ「
明
治
百
年
通
り
」に
は
、

ニ
セ
ア
カ
シ
ア
な
ど
絶
え
ず
美
し
い

花
々
が
咲
い
て
お
り
、「
か
お
り
風

景
１
０
０
選
」
や
「
美
し
い
ま
ち
な

み
大
賞
」に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

総会会場　明治の芝居小屋「康
こうらくかん

楽館」

十和田湖

小坂鉱山
事務所

明治百年通り

開
催
地
紹
介


